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2006 年設立から 2009 年まで 木愛の会　設立の経緯

①
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
に
木
材
を
使
い
ま
し
ょ
う

地
球
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
、（
大
気
と
、
陸
、
海
、
動
植
物
、
人
間
の
暮
ら
し
）
を
保
つ
に
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
が

不
可
欠
で
す
。

CO
2

の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
よ
り
、
地
球
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
は
国
土
の7

割
が
森
林
で
す
が
、
そ
れ
の
果
た
す
役
割
に
、
二
酸
化
炭
素
の
含
蓄
が
あ
り
ま
す
。　

木
材
は
伐
採

さ
れ
、
製
材
し
建
築
用
部
材
と
な
っ
て
も
、CO

2

は
そ
の
ま
ま
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
木
材
が
、
建
築
部
材
に
製
造
・

加
工
さ
れ
る
時
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
少
な
く
、
発
生
す
るCO

2

は
他
の
ア
ル
ミ
や
、
鉄
と
比
較
し
て
格
段
に
少
な
く
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
材
料
と
い
え
ま
す
。

木
材
を
伐
採
し
必
ず
植
林
す
る
、
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、
枯
渇
の
心
配
の
な
い
資
源
な
の
で
す
。
循
環
社
会
の
主
役

は
木
材
と
言
え
る
所
以
で
す
が
、
し
か
し
な
が
ら　

国
産
の
木
材
使
用
量
は
わ
ず
か2

割
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
輸
入
材

に
頼
ら
な
く
と
も
戦
後
の
造
林
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。

木
材
を
使
い
植
林
す
る
こ
と
で
森
林
を
保
全
し
、
生
態
系
の
循
環
を
促
し
ま
す
。
循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
、
木
の
建

築
の
需
要
と
供
給
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
大
海
原
の
可
能
性
の
有
る
木
で
、
新
し
い
建
築
を
考
え
ま
し
ょ
う

産
業
革
命
以
後
、
鉄
、
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン
ト
で
作
ら
れ
る
建
築
は
、
研
究
さ
れ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
木
の
建
築
の
可
能
性
は
大
海
原
で
、
未
知
数
と
言
え
ま
す
。

近
年
、
木
造
共
同
住
宅
３
階
建
て
を
初
め
、
大
ス
パ
ン
の
大
断
面
木
造
建
築
、
５
階
建
て
オ
フ
ィ
ス
建
築
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
耐
火
建
築
物
と
し
て
の
認
定
は
ま
だ
、
不
十
分
で
す
が
、
近
い
将
来
道
が
開
け
、
様
々
な
用
途
の
木
造
建

築
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

新
し
い
建
築
は
、
古
い
素
材
を
研
究
し
、
鍛
え
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
す
。
伝
統
的
構
法
に
先
人
の
木
へ
の
造
詣
を
学
び
、

伝
承
す
る
と
共
に
、
木
の
特
性
を
学
び
新
し
い
木
の
建
築
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

③「
木
造
都
市
」
を
提
案
し
ま
し
ょ
う

2003

年
の
「
美
し
い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
」
に
続
き
、2004

年
に
「
景
観
緑
三
法
」
が
成
立
し
、
地
球
環
境
へ
の
関

心
の
高
ま
り
、
高
齢
社
会
で
の
健
康
と
生
き
が
い
な
ど
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
性
と
と
も
に
、
美
し
く
安
全
で
健
康

な
街
と
は
何
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

す
で
に
、
住
宅
は
言
う
に
及
ば
ず
、
幼
稚
園
、
学
校
、
病
院
、
高
齢
者
施
設
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
公
共
性
の
高
い
建
築

で
木
造
や
、
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
の
構
造
で
の
街
づ
く
り
が
ど
う
す
れ
ば
可
能
か
、
木
材
の
利
用

促
進
に
か
か
る
制
度
や
助
成
、
建
築
基
準
法
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
学
び
、
提
案
し
ま
し
ょ
う
。

④
建
築
や
関
連
業
態
を
志
す
者
に
、
近
未
来
の
木
の
建
築
・
都
市
を
学
べ
る
場
を
提
供
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
や
、
地
域
の
材
料
と
と
も
に
あ
る
「
営
み
」
と
し
て
の
木
造
建
築
を
実
践
し
続
け
て
き
た
建
築

家
・
専
門
家
た
ち
が
、
今
改
め
て
木
の
建
築
の
価
値
を
発
見
し
、
木
の
建
築
・
都
市
を
学
べ
る
場
や
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
、
次
世
代
へ
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
木
に
関
す
る
良
さ
を
学
び
、
伝
統
の
上
に
自
発
的
に
、
木
の
建
築
を
発
展

さ
せ
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
や
国
内
外
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

木
造
都
市
研
究
会
「
木
愛
の
会
」
は
、2006

年
末
に
始
動
し
、
今
年
で
ほ
ぼ
十
年
間
、
活

動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
会
が
誕
生
し
た
二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

環
境
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定
め
た
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
る

な
ど
、「
地
球
環
境
」
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
二
十
世
紀
型
の
社

会
シ
ス
テ
ム
や
建
築
・
都
市
シ
ス
テ
ム
に
も
疑
問
が
生
じ
、
次
な
る
時
代
の
建
築
・
都
市
を
構

成
す
る
素
材
と
し
て
「
木
」
が
再
び
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
加
納
隆
副
会

長
が2004

年
以
降
取
り
組
む
、
医
療
福
祉
タ
ウ
ン
研
究
会
（
現
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ア
シ
ス

研
究
学
会
）
の
講
師
と
し
て
、
京
都
大
学
高
松
伸
教
授
を
お
呼
び
し
た
の
が
縁
と
な
り
、
木
愛

の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
木
愛
の
会
」
の
名
付
け
親
は
高
松
会
長
で
、「（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
鉄
で
も
ガ
ラ
ス
で
も

な
く
）
こ
れ
か
ら
は
「
木
」
の
時
代
が
始
ま
る
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
、
東
海
林
修
氏
が
中

心
と
な
り
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
田
中
英
彦
氏
が
世
話
人
代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
１
２
月
１
６
日
、
栄
ガ
ス
ビ
ル
５
Ｆ
ホ
ー
ル
に
て
、
約
１
２
０
名
出
席
で
設
立

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
中
村
義
明
氏
（
中
村
外
二
工
務
店
代
表
）
に
よ
る
木
造

建
築
物
の
現
代
的
意
義
を
問
い
直
す
も
の
で
し
た
。
２
０
０
７
年
２
月
２
４
日
の
、
第
１
回
セ

ミ
ナ
ー
、
京
都
「
中
村
外
次
二
工
務
店
の
仕
事
を
見
る
」
を
皮
切
り
に
当
年
度
は
４
回
の
見
学

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
多
数
の
参
加
者
に
よ
り
活
動
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
４
月
の
第
５
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
奈
良
県
上
笠
神
住
宅
（
木
造
３
階
建
て
）
な

ど
の
見
学
会
、
７
月
の
第
６
回
で
は
、
高
松
伸
会
長
の
設
計
に
よ
る
、
丸
美
産
業
本
社
（
木
造

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ル
５
階
建
て
）
の
完
成
見
学
会
を
開
催
。
さ
ら
に
、
学
生
対
象
の
設
計
競
技

「
あ
た
ら
し
い
木
の
建
築
〜
魅
了
す
る
木
造
都
市
へ
〜
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
９
月
の
第
１
回

学
生
コ
ン
ペ
入
賞
者
表
彰
式
の
後
、
高
松
伸
会
長
を
囲
ん
で
座
談
会
を
開
催
。
こ
の
コ
ン
ペ
は

木
愛
の
会
が
県
外
の
学
生
に
も
認
知
さ
れ
る
足
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
１
２
月
の
２
周
年
記

念
総
会
で
は
、
河
井
敏
明
氏
、
平
沼
孝
啓
氏
に
よ
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
木
質
化
、
木
造
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
積
構
法
を
は
じ
め
、
新
し
い
都
市
木
造
の
流
れ
を
学

ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
３
月
に
は
、
吹
上
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
た
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い

ち
」（
入
場
者
約
３
万
人
）
に
、学
生
コ
ン
ペ
入
賞
作
品
等
、パ
ネ
ル
１
５
枚
を
展
示
し
ま
し
た
。

同
４
月
、
第
７
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
京
都
「
河
井
敏
明
氏
の
仕
事
を
見
る
」
と
し
て
、
外
壁
が

無
垢
の
杉
で
覆
わ
れ
た
四
条
木
質
ビ
ル
を
見
学
し
、
５
月
の
第
８
回
セ
ミ
ナ
ー
「
新
し
い
木
構

法
と
木
質
耐
火
構
造
の
現
状
を
知
る
」
で
、
大
断
面
の
無
垢
材
を
用
い
た
Ｔ
Ｆ
構
法
に
注
目
す

る
な
ど
、
木
造
都
市
に
向
け
た
先
進
事
例
を
紹
介
し
、
多
く
の
参
加
者
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
に
は
、
高
知
の
建
築
視
察
ツ
ア
ー
を
開
催
。
参
加
し
た
多
く
の
会
員
と
と
も
に
、

牧
野
記
念
館
、
坂
本
竜
馬
記
念
館
、
高
知
駅
（
木
造
上
屋
）、
を
視
察
し
ま
し
た
。
１
０
月
に
は
、

第
９
回
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
腰
原
幹
雄
氏
講
演
会
、
３
周
年
記
念
総
会
で
は
横
内
敏
人
氏
の
講

演
会
を
開
催
。
木
造
建
築
技
術
の
変
遷
や
、
建
築
基
準
法
改
正
を
受
け
て
可
能
に
な
っ
た
現
代

の
大
規
模
木
造
な
ど
、
木
の
建
築
の
可
能
性
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

設
立
か
ら
３
年
の
間
に
、10

回
を
数
え
る
講
演
会
を
開
催
し
、
当
時
黎
明
期
と
言
え
た
都

市
の
現
代
木
造
建
築
の
先
進
事
例
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
知
見
を
深
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
と
と
も
に
多
く
の
見
学
会
や
、
海
外
や
県
外
へ
の
視
察
旅
行
を
開
催
す

る
な
ど
、
会
員
の
交
流
も
活
発
化
し
、
会
員
も
増
え
て
行
き
ま
し
た
。
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ティンバライズ建築展でのシンポジウム

ティンバライズ建築展でのシンポジウム

ティンバライズ建築展

間伐材丸太の駐輪場

20013 年から 2015 年まで 2010 年から 2012 年まで
　

会
の
４
年
目
に
あ
た
る2010

年
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
が
「
テ
ィ
ン
バ
ラ
イ
ズ
建
築
展
－

都
市
木
造
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ｉ
ｎ
な
ご
や
」
で
す
。
東
京
大
学
の
腰
原
幹
雄
氏
を
中
心
と
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ー
ム
テ
ィ
ン
バ
ラ
イ
ズ
は
「
木
」
を
新
し
い
材
料
と
し
て
捉
え
、
木
造
建

築
の
新
し
い
可
能
性
を
探
る
事
を
会
の
活
動
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ィ
ン
バ
ラ
イ
ズ

と
木
愛
の
会
合
同
の
展
覧
会
を
１
０
月
の
１
週
間
、
丸
美
産
業
本
社
ビ
ル
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
初
日
の
、
名
古
屋
市
長
の
河
村
た
か
し
氏
と
高
松
伸
会
長
、
そ
し
て
腰
原
氏
と
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、大
勢
の
方
々
と
の
「
都
市
木
造
」
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

４
周
年
総
会
で
は
、
谷
口
元
副
会
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
名
城
大
学
の
生
田
京
子
氏
、
同

大
影
佳
史
氏
、
太
幡
英
亮
氏
ら
地
域
の
大
学
に
お
け
る
若
手
が
新
し
い
木
造
建
築
の
提
案
を

行
う
と
と
も
に
、
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た2011

年
は
会
の
５
年
目
の
活
動
に
入
り
、
６
月
に
は
「
木
造

公
共
建
築
が
名
古
屋
を
変
え
る
」
と
題
し
て
、
木
造
の
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
名
古
屋
市
立

大
の
鈴
木
賢
一
氏
の
講
演
と
と
も
に
、
再
び
市
長
を
交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

ま
た
、好
評
だ
っ
た
第
１
回
コ
ン
ペ
を
受
け
て
、第
２
回
目
の
コ
ン
ペ
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
６
年
目
の2012

年
３
月
締
切
で
の
第
２
回
学
生
コ
ン
ペ
の
課
題
は
「
間
伐
材
丸

太
に
よ
る
小
建
築
」
で
し
た
。
既
に
様
々
に
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
が
、
学
生
の
柔

軟
な
ア
イ
デ
ア
で
再
解
釈
さ
れ
、
木
造
都
市
へ
の
提
案
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
目
玉
は

入
賞
者
の
中
か
ら
１
点
を
実
際
に
施
工
す
る
事
を
前
提
に
し
た
点
で
、
多
く
の
力
作
の
中
、

優
秀
賞
の
「W

ooden Crack Planter

」
を
製
作
し
、
名
古
屋
市
内
外
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

竹
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
素
材
の
建
築
で
世
界
的
に
著
名
な
ベ
ト
ナ
ム
人
建
築
家
、ヴ
ォ
・

チ
ョ
ン
・
ギ
ア
氏
の
作
品
視
察
も
契
機
に
な
り
、2013

年
か
ら
の
３
年
間
は
、
竹
建
築
の
実

践
を
行
い
ま
し
た
。
杉
や
檜
の
人
工
林
の
問
題
と
と
も
に
、
放
置
竹
林
も
全
国
各
地
で
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。2013

年
に
は
、
な
が
く
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ど
こ
で
も
ア
ー

ト
」
部
門
参
加
企
画
と
し
て
、
長
久
手
市
内
の
竹
林
を
借
り
「
竹
林
居
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

川
沿
い
の
放
置
竹
林
の
竹
を
伐
採
し
て
高
床
式
の
竹
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
周
囲
の
竹
の
「
し

な
り
」
を
活
か
し
た
「
一
夜
の
建
築
」
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
（
実
際
に
は
三
日
間
開
催
）。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
若
手
音
楽
家
の
演
奏
会
を
開
催
。
対
岸
の
土
手
が
客
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

2014

年
に
も
、
な
が
く
て
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
企
画
と
し
て
、 「
竹
林
居
２
」

を
安
昌
寺
境
内
に
設
置
。
竹
の
床
組
と
ゆ
る
い
弧
を
描
く
屋
根
の
下
で
、
和
太
鼓
や
舞
い
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。2015

年
に
は
、
都
市

緑
化
あ
い
ち
フ
ェ
ア
の
長
久
手
市
自
治
体
花
壇
（
花
し
ず
く
）
に
お
い
て
、「
竹
林
居
３
」
を

製
作
し
ま
し
た
。
木
の
フ
レ
ー
ム
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
竹
の
床
と
屋
根
が
、
簾
の
よ
う
に
光

と
風
を
透
過
さ
せ
る
、
涼
し
げ
な
東
屋
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
も
、
陶
器
浩
一
氏
（
滋
賀
県
立
大
学
）、
石
山
央
樹
氏
、
福
井
徹
也
氏
（
あ
い
ち

の
木
で
家
を
つ
く
る
会
）、堀
内
征
弘
氏（
木
質
構
造
研
究
会
）、嶺
木
昌
行
氏（
丸
美
産
業
会
長
）

ら
を
講
師
と
し
た
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、
９
周
年
総
会
で
は
ス
イ
ス
の
最
新
木
造
建
築
事
例

の
紹
介
と
と
も
に
「
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
中
高
層
木
質
構
造
の
耐
火
法
規
比
較
」
と
題

し
た
谷
篤
子
氏
（
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
）
の
講
演
を
開
催
。
国
際
的
同
行
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

次
年
度
か
ら
の
「
木
の
連
歌
」
企
画
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

最優秀作品

優秀作品

審査風景

竹林居３

竹林居２

竹林居施工風景

34 木愛の会 10 年間の活動記録木愛の会 10 年間の活動記録

■2011 年の５周年総会では、名古屋大

学の古川忠稔氏から国産小径木を活用し

た「木造駐輪場」が紹介された。これは

木愛の会メンバーも共同で提案したもの

である。2012 年には更に、間伐材をテー

マにしたコンペとともに、建築とランド

スケープにおける小径木活用の可能性が

追求されていった。

実作された優秀賞作品長久手市の川原に忽然と現れた竹林居



見学会等の記録 2016 年から 2017 年まで

　

木
愛
の
会
で
は
新
し
い
木
の
建
築
、
木
の
建
築
の
よ
さ
を
学
ぶ
見
学
ツ

ア
ー
や
見
学
会
を
様
々
な
形
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
見
学
ツ
ア
ー
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
た
り
、
宿
泊
を
伴
っ
た
り
す
る
こ
と
で
会
員
の
交

流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
見
学
ツ
ア
ー
（
遠
出
）

○
京
都
「
中
村
外
二
工
務
店
の
仕
事
を
み
る
」
大
徳
寺
ほ
か
（2007.2.24

）

○
金
沢
、近
江
八
幡
「
北
陸
の
建
築
・
町
並
み
・
緑
を
み
る
」（2007.4.28

〜4.29

）

〇
長
野「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
か
ら
中
山
道
へ
」齋
藤
木
材
工
業
、奈
良
井（2007.7.7

） 

〇
台
湾
「
高
松
作
品
を
訪
ね
る
旅
」+

象
設
計
集
団
作
品
（2007.11.17

〜19

） 

〇
奈
良
「
奈
良
県
上
笠
神
住
宅
＆
阪
口
製
材
所
」（2008.4.25

）

〇
京
都
「
河
井
敏
明
氏
の
仕
事
を
み
る
」
四
条
木
質
ビ
ル
、
妙
心
寺
、

　

関
西
木
造
住
文
化
研
究
会 （2009.4.18

）

〇
高
知
「
高
知
建
築
視
察
ツ
ア
ー
」
吉
良
川
（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）、

　

牧
野
富
太
郎
記
念
館
、
坂
本
竜
馬
記
念
館
、
高
知
駅
（2009.8.8

〜11

）

〇
大
阪　

近
畿
産
業
信
用
組
合
難
波
支
店
、
寺
西
家
阿
倍
野
長
屋 （2011.3.29

）

〇
岐
阜　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
＆
平
野
木
材
＆
美
濃
市
町
並
み
（2011.9.3

） 

○
ベ
ト
ナ
ム
の
竹
建
築
な
ど
（2012.8

）

〇
長
野
「H

akuba H
ouse

竣
工
見
学
会
＋
長
野
県
木
造
現
代
建
築
ツ
ア
ー
」

　

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
、
神
長
官
守
矢
資
料
館
、
高
過
庵
（2013.5.25

〜26

）

〇
大
阪
・
京
都　

大
阪
木
材
仲
買
会
館
、 

横
内
敏
人
建
築
設
計
事
務
所
、 

　

妙
見
山
「
星
嶺
」、
美
山
町
か
や
ぶ
き
の
里 （2015.8.28

〜29

）

　

主
な
見
学
会
（
近
場
）

○
丸
美
産
業
新
社
屋
建
て
方
見
学
会
（2008.2.23

） 

○
豊
田
元
町
ビ
レ
ッ
ジ
（2008.3.15

）

○
丸
美
産
業
新
社
屋
完
成
見
学
会
（2008.7.26

）

○
名
古
屋
大
学
木
造
駐
輪
場
＆ES

総
合
館
（2011.4.1

）

○
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
春
日
井
事
業
所
（2012.3.9

）

○
黄
柳
川
小
学
校
（
新
城
市
）、
東
栄
小
学
校
現
場
（
東
栄
町
）（2013.3.4

）

○
南
大
高
保
育
園
（2014.3.29

） 

○
深
田
電
機
本
社
ビ
ル
「
赤
塚
の
森
」（2014.4.29

）

○
名
大N

IC

館
（2015.6.18

）

〇
ト
ヨ
タ
高
辻
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（2016.2.14

）

　

木
愛
の
会
９
周
年
総
会
よ
り
、
代
表
世
話
人
が
田
中
英
彦
氏
か
ら
名
古
屋
大
学
の
太
幡
英

亮
氏
に
代
わ
り
ま
し
た
。
木
造
都
市
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
「
木
の
連
歌
」
と
題
し
、
木
造
に
か

か
わ
る
方
々
の
テ
ー
マ
を
つ
な
い
で
い
く
連
歌
方
式
の
研
究
会
が
立
ち
上
が
り
、part1

「
日

本―

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
中
高
層
木
質
構
造
の
耐
火
法
規
比
較
」
谷
篤
子
氏
↓part2

「
木
を
使

う
と
い
う
こ
と
」
武
藤
隆
氏
↓part3

「
わ
た
し
は
木
造
が
好
き
で
す
」
田
中
英
彦
氏
↓

part4

「
も
っ
く
る
新
城
の
設
計
そ
の
他
」
鵜
飼
哲
矢
氏
↓part5

「
実
大
破
壊
実
験
か
ら
見

た
木
造
建
物
の
耐
震
性
能
」
清
水
秀
丸
氏
↓part6

「
木
と
森
を
め
ぐ
る
文
化
史
」
藤
岡
伸
子

氏
↓part7

「
木
が
私
た
ち
に
語
り
か
け
る
も
の
」
東
海
林
修
氏
と
つ
な
が
り
、
学
生
の
参
加

も
増
え
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
研
究
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、名
古
屋
大
学
太
幡
研
・
古
川
研
及
び
「
あ
い
ち
の
木
で
家
を
つ
く
る
会
」
主
催
の
「
愛

知
県
産
材
を
使
う
木
製
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト2015

」
及
び
「
県
産
材
を

使
う
モ
バ
イ
ル
シ
ェ
ッ
ド
提
案
学
生
コ
ン
テ
ス
ト2016

」
へ
の
協
力
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
材
利
用
拡
大
と
木
造
教
育
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

2016

年
９
月
に
は
設
立
１
０
周
年
を
記
念
し
て
「
あ
い
ち
木
造
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開

催
し
、
国
産
木
材
の
有
効
活
用
を
考
え
る
上
で
地
域
の
山
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
を
つ

な
ぐ
、
淀
み
な
い
流
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
木
造
を
専
門
と
す
る
地
元
大
学
の
若
手
研
究
者
で
あ
る
、
中
部
大
の
石
山
央
樹

氏
や
椙
山
女
学
園
大
の
清
水
秀
丸
氏
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
活
動
の
幅
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、

中
小
規
模
か
ら
大
規
模
に
わ
た
る
木
造
建
築
の
見
学
会
も
随
時
行
っ
て
き
ま
し
た
。

コンテスト 2015

コンテスト 2016

あいち木造ミーティング

コンテスト 2015　木愛の会特別賞の作品

56 木愛の会 10 年間の活動記録木愛の会 10 年間の活動記録

大徳寺

金沢Mビル

四条木質ビル高過庵丸美産業

トヨタ高辻ショールーム 横内敏人建築設計事務所

赤塚の森 寺西家阿倍野長屋

ベトナム

武藤 隆 氏
大同大学教授

テーマ

講師田中 英彦氏
連空間都市設計事務所  代表

テーマ

講師清水秀丸氏
椙山女学園大学生活環境デザイン学科講師

九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門准教授

テーマ

講師

東海林建築設計事務所　代表 木造都市のルネッサンス

シリーズ　part1～7

木造都市研究会　木愛の会　主催

木造都市研究会「木愛の会」は、名古屋を拠点に研究会や見学会、
提案など、木造都市実現に向けた様々な活動を行っています。
会員募集中。

http://www.kiainokai.net/

名古屋工業大学大学院　社会工学専攻
建築・デザイン分野

初
回
　
谷
篤
子
氏
か
ら

木
の
連
歌
シ
リ
ー
ズ
化

part 2
2016.3.15

part 3
2016.5.7

part 4
2016.7.28

part 5
2016.12.9

part 6
2017.3.21

part 7
2016.5.30


